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(57)【要約】
【解決手段】平面超音波プローブは、それぞれがある高
さを有する側壁と、プローブの操作中に患者の外表面と
接触する底面であって、側壁の高さよりも大きな幅と平
面部とを有する底面と、ハウジングの外面に伝達材料を
収容して超音波信号の伝達を助ける、底面にある凹部で
あって、底面の平面部と接触する全ての側面が丸められ
ている凹部と、を有するハウジングを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれがある高さを有する側壁と、
　プローブの操作中に患者の外表面と接触する底面であって、前記側壁の高さよりも大き
な幅と平面部とを有する底面と、
　ハウジングの外面に伝達材料を収容して超音波信号の伝達を助ける、底面にある凹部で
あって、前記底面の前記平面部と接触する全ての側面が丸められている凹部と、
　を有するハウジングを備える、平面超音波プローブ。
【請求項２】
　前記ハウジングの内側にある角度で配置され超音波信号を提供するクリスタルをさらに
備え、
　前記クリスタルの角度に基づく形状を前記凹部が備えることを特徴とする請求項１に記
載のプローブ。
【請求項３】
　前記凹部が円錐形状を有する内面を備えることを特徴とする請求項２に記載のプローブ
。
【請求項４】
　ドップラー信号経路を最適化するために前記内面の最薄部に前記クリスタルが配置され
ることを特徴とする請求項３に記載のプローブ。
【請求項５】
　前記内面を取り囲む隅肉を前記凹部がさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の
プローブ。
【請求項６】
　前記隅肉が前記底面に対して３０度の角度で配置されることを特徴とする請求項５に記
載のプローブ。
【請求項７】
　クリスタルを制御するための内部回路をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載
のプローブ。
【請求項８】
　前記内部回路へおよび前記内部回路から信号を送信するための送信線および受信線をさ
らに備えることを特徴とする請求項７に記載のプローブ。
【請求項９】
　８ＭＨｚ付近の超音波範囲で動作するよう構成されたことを特徴とする請求項１に記載
のプローブ。
【請求項１０】
　送信線および受信線を保護するケーブルと、
　前記ケーブルを制御システムに取り付けるコネクタと、
　前記制御システムから前記コネクタを取り外すためのコネクタ解放部と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のプローブ。
【請求項１１】
　平面超音波プローブを用いて超音波ドップラースペクトルを提供する方法であって、
　平面超音波プローブを用いて元の超音波信号を生成し、
　　前記プローブは、
　　　それぞれがある高さを有する側壁と、
　　　プローブの操作中に患者の外表面と接触する底面であって、前記側壁の高さよりも
大きな幅と平面部とを有する底面と、
　　　ハウジングの外面に伝達材料を収容して超音波信号の伝達を助ける、底面にある凹
部であって、前記底面の前記平面部と接触する全ての側面が丸められている凹部と、
　　を有するハウジングを備え、
　反射された超音波信号を受け取り、
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　受け取られた反射超音波信号に基づきドップラースペクトルを生成する
　ことを含む方法。
【請求項１２】
　前記ハウジングは、該ハウジングの内側にある角度で配置され前記元の超音波信号を提
供するクリスタルさらに備え、
　前記クリスタルの角度に基づく形状が前記凹部に設けられることを特徴とする請求項１
１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記凹部が円錐形状を有する内面を備えることを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ドップラー信号経路を最適化するために前記内面の最薄部に前記クリスタルが配置され
ることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記内面を取り囲む隅肉を前記凹部がさらに備えることを特徴とする請求項１４に記載
の方法。
【請求項１６】
　前記隅肉が前記底面に対して３０度の角度で配置されることを特徴とする請求項１５に
記載の方法。
【請求項１７】
　送信線上で制御信号が前記プローブに送信され、
　前記受け取られた反射超音波信号が受信線上で受信されることを特徴とする請求項１１
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記元の超音波信号が８ＭＨｚ近傍の超音波範囲内にあることを特徴とする請求項１１
に記載の方法。
【請求項１９】
　それぞれがある高さを有する側壁と、
　プローブの操作中に患者の外表面と接触する底部手段であって、前記側壁の高さよりも
大きな幅と平面部とを有する底部手段と、
　ハウジング手段の外面に伝達を助ける手段を収容して超音波信号の伝達を助ける、底部
にある凹部手段であって、前記底部手段の前記平面部と接触する全ての側面が丸められて
いる凹部手段と、
　を有するハウジング手段を備える、平面超音波プローブ。
【請求項２０】
　前記ハウジングの内側にある角度で配置された、超音波信号を提供する超音波信号手段
をさらに備え、
　前記超音波信号手段の角度に基づく形状を前記凹部手段が備えることを特徴とする請求
項１９に記載のプローブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は超音波プローブ、通常は平面プローブに関する。より詳細には、本技術はドッ
プラープローブに特に関連する。さらに詳細には、本技術は、平面ドップラープローブお
よびその使用方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　普通はソノグラフィーとも呼ばれる超音波走査は、体内の組織および臓器を観察および
／または検査するためにしばしば使用される。超音波プローブは、人間が聞くことのでき
ない高周波の音波を使用して体内構造の画像を生成する。ソノグラフィーにより、柔らか
なまたは液体が詰まっている臓器の画像の生成が可能になるが、空気の詰まった臓器また
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は骨の検査には効果が低い。
【０００３】
　ソノグラフィーの最も普通の使い方の一つは、妊娠中の胎児の成長を診断することであ
る。ソノグラフィーの別の普通の使い方は、しこりや塊が嚢胞であるかを判定することで
ある。さらに、ソノグラフィーを利用して腹部器官および骨盤内器官の大きさと形状を観
察し、胆石を検出し、脚の血栓を検出する。体内に針を挿入して生検のための組織サンプ
ルを採取したり、または、例えば羊水穿刺で行われる胎児の異常を検出する試験のような
流体サンプルを採取するときのガイドとしてもソノグラフィーを利用することができる。
【０００４】
　通常、超音波プローブは、少量の伝送材料、例えばジェルとともに用いられる。ジェル
は走査範囲の皮膚の上に塗布され、患者の体内への超音波の伝達を助ける。医者または超
音波技師は、通常、このゲルを通して超音波機器を前後にスライドまたは平行移動させる
。ソノグラフの間、超音波機器（トランスデューサとも呼ばれる）が超音波を患者の体内
に伝達し、超音波が臓器、骨または同様の組織に接触すると、そこで超音波が反射すなわ
ちエコーする。続いて、反射された超音波がトランスデューサによって受け取られ、コン
ピュータによって処理され、点灯されたスクリーンに伝送されて画像を生成する。
【０００５】
　ソノグラフィーの別の普通の使い方は、移動物体、特に体内の血液の速度を非侵襲的に
測定するための重要な技術であるドップラー超音波である。長期間にわたり信号が必要で
あり、ユーザが試験の続く間プローブを保持することができないまたは保持したくないと
きに、典型的に平面ドップラープローブが使用されるおよび／または好まれる。ドップラ
ー信号を使用して、例えば血流、血流の方向を測定し、および／または血流に基づき音声
信号を生成する。例えば、血管障害を持つ患者では、血流が減少しているため、ドップラ
ー信号を取得することがより困難になる。ドップラープローブの一種は、二つの水晶素子
（クリスタル）を有する連続波プローブである。一つはドップラー信号を送信するもので
あり、一つは反射された信号を受信するものである。
【０００６】
　従来の平面ドップラープローブの欠点は、使用を容易にする（信号配置の感度）ための
最適な角度にドップラークリスタルが配置されていないことである。加えて、ドップラー
信号の受信を助けるために塗布される十分な量のジェルのための空間が平面に残されてい
ないことである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、使用を容易にするための最適な角度にドップラークリスタルが配置され、
ドップラー信号の受信を助けるために十分なジェルを塗布することができる平面ドップラ
ープローブを提供する必要性および要望が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　有利なことに、本技術の実施形態は、使用を容易にするための最適な角度にドップラー
クリスタルが配置され、ドップラー信号の受信を助けるために十分なジェルを塗布するこ
とができる平面ドップラープローブを提供する。
【０００９】
　本技術の一実施形態は、それぞれがある高さを有する側壁と、プローブの操作中に患者
の外表面と接触する底面であって、側壁の高さよりも大きな幅と平面部とを有する底面と
、ハウジングの外面に伝達材料を収容して超音波信号の伝達を助ける、底面にある凹部で
あって、底面の平面部と接触する全ての側面が丸められている凹部と、を有するハウジン
グを備える、平面超音波プローブを含む。
【００１０】
　別の実施形態は、平面超音波プローブを用いて超音波ドップラースペクトルを提供する
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方法である。この方法は、平面超音波プローブを用いて元の超音波信号を生成することを
含む。プローブは、それぞれがある高さを有する側壁と、プローブの操作中に患者の外表
面と接触する底面であって、側壁の高さよりも大きな幅と平面部とを有する底面と、ハウ
ジングの外面に伝達材料を収容して超音波信号の伝達を助ける、底面にある凹部であって
、底面の平面部と接触する全ての側面が丸められている凹部と、を有するハウジングを備
える。この方法は、反射された超音波信号を受け取り、受け取られた反射超音波信号に基
づきドップラースペクトルを生成することをさらに含む。
【００１１】
　別の実施形態は、それぞれがある高さを有する側壁と、プローブの操作中に患者の外表
面と接触する底部手段であって、側壁の高さよりも大きな幅と平面部とを有する底部手段
と、ハウジング手段の外面に伝達を助ける手段を収容して超音波信号の伝達を助ける、底
部にある凹部手段であって、底部手段の平面部と接触する全ての側面が丸められている凹
部手段と、を有するハウジング手段を備える平面超音波プローブを含む。
【００１２】
　本文書の特定の実施形態の詳細な説明をより良く理解できるように、および当分野に対
する貢献をより良く評価できるように、特定の実施形態をかなり広く概説してきた。当然
であるが、以下で説明され添付の請求項の主題を構成する追加の実施形態も存在する。
【００１３】
　この点において、少なくとも一つの実施形態を詳細に説明する前に、本技術は、以下の
説明で述べられまたは図面に示される構造の詳細および部品の配置への適用に限定されな
いことを理解すべきである。本技術は、説明されるものおよび様々な方法で実施され実行
されるもの以外の実施形態も可能である。また、本文書で使用される表現および用語は、
要約と同様に説明を目的としたものであり、限定とみなされるべきではないことを理解す
べきである。
【００１４】
　このように、当業者は、本技術のいくつかの目的を実行する他の構造、方法およびシス
テムを設計する基礎として、この開示が基にしている概念を直ちに利用できることを認め
るであろう。したがって、本技術の範囲から逸脱しない限り、請求項がそのような等価の
構成を含むものとしてみなされることが重要である。詳細な説明内の各要素および各ステ
ップが好ましくは含まれることに注意するのがさらに重要である。したがって、当業者に
とっては明らかなように、任意の要素またはステップを省略したりまたは置き換えたりで
きることを理解すべきである。
【００１５】
　添付の図面とともになされる、本開示の様々な実施形態の以下の説明を参照することに
よって、この開示の上述したおよび他の特徴および利点、並びにそれらを実現する方法が
より明らかになるとともに、開示そのものもより良く理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る平面プローブの底面模式図である。
【図２Ａ】本発明の一実施形態に係る平面プローブの側面模式図である。
【図２Ｂ】本発明の一実施形態に係る平面プローブの上面模式図である。
【図３】図２Ａのプローブの線Ａ－Ａ’に沿った背面模式図である。
【図４Ａ】本発明の一実施形態に係る平面プローブの側面模式図である。
【図４Ｂ】図４Ａのプローブの断面拡大図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る平面プローブの一部の上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下の詳細な説明では、本発明を実施可能である特定の実施形態の一部を構成するとと
もに特定の実施形態の実例として示される添付の図面を参照する。これらの実施形態は、
当業者が実施形態を実施できるようにするために十分詳細に説明されている。また、他の
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実施形態も利用可能であり、構造、論理、処理および電気的に変更可能であることを理解
すべきである。要素の材料および配置の任意のリストは、例示のみを目的としており、排
他的なものとして意図されていない。記載された処理ステップの行程は一例である。しか
しながら、当分野では既知のように、特定の順序で必然的に発生するステップを除き、ス
テップの順序は本文書に記載されたものに限定されず変更することができる。
【００１８】
　以下、同様の参照番号が全体を通して同様の部分を指し示す図面を参照して、本発明を
説明する。図１には、側壁１１５、１２０を有するハウジング１１０を備えた平面超音波
ドップラープローブ１００が示されている。側壁は、それぞれ高さ１１６、１２１を有す
る。ハウジングは、プローブ１００の操作中に患者など（図示せず）の外表面に接触する
底面１２５をさらに備える。底面１２５、例えば作業面は、側壁１１６、１２１の高さよ
りも大きな幅１２６を有することが好ましく、また平面部１２８を有している。側壁高さ
１１６、１２１は、同一の高さであってもよいし異なる高さでもよい。図１から分かるよ
うに、底面１２５には凹部１３０が配置される。凹部１３０は、ハウジング１１０の外面
１１１上の伝達材料、例えばジェルを保持する機能を有する。ジェルは、プローブ１００
の動作中、超音波信号の伝達を助ける機能を有する。凹部１３０は、底面１２５の平面部
１２８と接触する全ての側面が丸くなっている。凹部１３０の形状は、凹部１３０からジ
ェルを取り除くために最適化されており、好ましくは、オペレータが指を挿入するのに十
分な長さになっている。プローブ１００は、凹部１３０の背面に、好ましくは超音波信号
を提供するための角度でハウジング１１０の内部に配置された少なくとも一つのクリスタ
ル１３５を有している。より感度の高いドップラー読みとりの受信を最適化するために、
この角度が操作可能であってもよい。
【００１９】
　凹部１３０は、ドップラー信号の経路を最適化するために、クリスタル１３５の角度に
基づく形状を有していてもよい。例えば、凹部１３０は、円錐形状を有する内面１４０を
有してもよい。プローブを構成する最小量の材料が、クリスタルと伝達材料（例えばジェ
ル）との間に存在するように、プローブ１００の最薄部の背後（内面１４０の背後など）
にクリスタル１３５が配置されてもよい。これにより、ドップラー信号の送受信を助ける
ことができる。内面１４０の外周に隅肉（フィレット）１４５を配置して、射出成形によ
るプローブ１００の製造を助ける一方、ドップラークリスタル（単数または複数）１３５
のための十分な空間を残すようにしてもよい。隅肉１４５は、例えば、底面１２５に対し
て３０度の角度に向けられてもよい。一実施形態では、底面１２５が全体的に正方形断面
となるように、幅１２６の１５％以内の長さ１２７を底面１２５が有していてもよい。し
かしながら、クリスタル（例えばクリスタル１３５）および内部回路（図５に参照番号５
１５で示す）に悪影響が及ばない限り、任意の他の形状を使用することができる。「平面
」という用語は、ジェルを保持するための凹部１３０を除いて、底面１２５が全体的に平
坦であることを指す。プローブ１００は、プローブ１００からおよびプローブ１００に制
御信号を送るための制御信号送信線１５０および制御信号受信線１５５を有してもよい。
プローブ１００は８ＭＨｚの超音波範囲で動作してもよいが、任意の他の周波数または周
波数帯を必要に応じて使用できることを認めるべきである。クリスタルが元の超音波信号
を生成し、プローブが反射された信号を受け取り、その信号を用いてディスプレイ上に超
音波ドップラースペクトルを生成する。
【００２０】
　上述したように、ドップラープローブ１００のジェル空洞、例えば凹部１３０は、使用
を容易にするための最適な角度（例えば、信号配置の感度）でドップラークリスタル１３
５を配置する。凹部１３０の形状により、使用後にユーザが凹部１３０を素早くかつ完全
に掃除することが可能になる。このアクセス可能な凹部１３０は、感度および清掃の容易
さの点で既存の平面プローブに対する改善点であると言える。
【００２１】
　次に図２Ａを参照すると、任意的な第１屈曲軽減（bend relief）接続部２１０でケー



(7) JP 2012-533342 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

ブル２０５にプローブ１００が取り付けられたプローブアセンブリ２００が示されている
。図２Ａにおいて、プローブ１００は、上面２１５と底面１２５を備えるように描かれて
いる。一つの側壁１１５の高さ１１６も示されている。ケーブル２０５は、患者と制御シ
ステム（図示せず）の間を結ぶのに適した任意の長さおよび／または種類のものであって
よい。ケーブル２０５は、接続解放部２２５を備えてもよい任意的なコネクタ２２０によ
って制御システムに取り付けられる。使用を容易にするために必要であれば、コネクタ２
２０の任意の側面に接続解放部２２５が位置してよいことを認めるべきである。ケーブル
２０５は、任意的な第２屈曲軽減接続部２３０によってコネクタに取り付けられてもよい
。
【００２２】
　図２Ｂは、プローブ１００の上面２１５を示す、上方からのプローブアセンブリ２００
を描いている。底面１２５の長さ１２７および幅１２６も描かれている。応用形態および
／または好みに応じて、上面２１５は、底面１２５と同じ長さ１２７および幅１２６を有
してもよいし、異なる長さおよび幅を有してもよい。
【００２３】
　図３を参照すると、図３は、線Ａ－Ａ’に沿った図２Ａのプローブの背面模式図を提供
する。制御信号送信線１５０および制御信号受信線１５５に加えて、追加信号線３０５－
３１０がケーブル２０５を通して配置されてもよい。必要に応じて、より多数または少数
の信号線を用いてもよいことを認めるべきである。
【００２４】
　図４Ａは、プローブ１００の断面図を示す。凹部１３０は、凹部の周縁４０５で底面１
２５と接触する。凹部１３０の最深点は、隅肉１４５が周縁４０５から最も遠くなる場所
であり、深さ４１０を有する。隅肉は角度４１５だけ傾いていてもよく、例えば、底面１
２５から３０度であってもよい。制御信号送信線１５０および制御信号受信線１５５は、
開口４２０を通り、クリスタル１３５と内部回路５１５（図５）とを保持する内部領域４
２５へと配置されてもよい。両方とも図５にさらに詳細に描かれている。内部領域４２５
は平面４３０を有し、この平面にもたれてクリスタル１３５がアセンブリ上に配置される
。平面４３０は幅４３５を有し、隅肉１４５と実質的に平行である。
【００２５】
　図４Ｂは、線Ｂによって囲まれた円の範囲をさらに詳細に示す。隅肉１４５の幅４４０
は、隅肉１４５が凹部１３０の内面１４０と出会う場所に定められてもよい。内面１４０
は、内部領域４２５の平面４３０に対してある角度４４５で傾けられてもよい。内面１４
０の最深点４５０は、内部領域４２５の平面４３０から距離４５５を有してもよい。この
距離は、超音波伝達材料（例えばジェル）のための十分な空間ができるように、プローブ
１００の強度に対して最適化されてもよい。
【００２６】
　図５を参照すると、図５は、上面２１５が取り外された、上方から見たプローブ１００
の内部領域４２５を示す。図から分かるように、クリスタル１３５が平面４３０の上方に
配置される。クリスタル１３５の周りにはシールド５０５が配置され、プローブ１００内
部の信号が、クリスタル１３５によって発生する超音波信号と干渉しないようにしている
。内部回路５１０が、シールド５０５の上方かつクリスタル１３５の周りに配置される。
内部回路５１０は、例えばプリント回路板５１５上に保持されてもよい。信号線５２０に
よって内部回路５１０におよび内部回路５１０から信号が送信されてもよい。信号線５２
０は、例えば、制御信号送信線１５０、制御信号受信線１５５、および追加信号線３０５
－３１０のうち任意のものであってよい。干渉を低減し、および／またはプローブが適切
に電気的に接地されるようにするために、任意的な接地線５２５が含められてもよい。
【００２７】
　上記の説明および図面のプロセスおよび装置は、本明細書に記載の実施形態の目的、特
徴、および利点を達成するために使用し製造することが可能である方法および装置の一部
のみを例示したものである。よって、添付の請求項による限定を除き、実施形態の上記説
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明によって限定されるとみなされるべきではない。本発明の範囲内で、任意の請求項およ
び特徴を任意の他の請求項または特徴と組み合わせてもよい。
【００２８】
　本発明の多くの特徴および利点は詳細な説明から明らかであり、したがって、本発明の
真の精神および範囲内にある本発明の全てのそのような特徴および利点を包含するように
、添付の請求項によって意図されている。さらに、当業者であれば多数の修正および変形
を直ちに思いつくので、図示し説明した正確な構造および作用に本発明を限定するつもり
はなく、全ての適切な修正および等価物を本発明の範囲内となるように再分類することが
できる。
【００２９】
　要約として、本文書は少なくとも以下に示す広い概念を開示した。
【００３０】
概念１．
　それぞれがある高さを有する側壁と、
　プローブの操作中に患者の外表面と接触する底面であって、前記側壁の高さよりも大き
な幅と平面部とを有する底面と、
　ハウジングの外面に伝達材料を収容して超音波信号の伝達を助ける、底面にある凹部で
あって、前記底面の前記平面部と接触する全ての側面が丸められている凹部と、
　を有するハウジングを備える、平面超音波プローブ。
【００３１】
概念２．
　前記ハウジングの内側にある角度で配置され超音波信号を提供するクリスタルをさらに
備え、
　前記クリスタルの角度に基づく形状を前記凹部が備えることを特徴とする概念１に記載
のプローブ。
【００３２】
概念３．
　前記凹部が円錐形状を有する内面を備えることを特徴とする概念２に記載のプローブ。
【００３３】
概念４．
　ドップラー信号経路を最適化するために前記内面の最薄部に前記クリスタルが配置され
ることを特徴とする概念３に記載のプローブ。
【００３４】
概念５．
　前記内面を取り囲む隅肉を前記凹部がさらに備えることを特徴とする概念４に記載のプ
ローブ。
【００３５】
概念６．
　前記隅肉が前記底面に対して３０度の角度で配置されることを特徴とする概念５に記載
のプローブ。
【００３６】
概念７．
　前記クリスタルを制御するための内部回路をさらに備えることを特徴とする概念１に記
載のプローブ。
【００３７】
概念８．
　前記内部回路へおよび前記内部回路から信号を送信するための送信線および受信線をさ
らに備えることを特徴とする概念７に記載のプローブ。
【００３８】
概念９．
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　８ＭＨｚ付近の超音波範囲で動作するよう構成されたことを特徴とする概念１に記載の
プローブ。
【００３９】
概念１０．
　前記送信線および受信線を保護するケーブルと、
　前記ケーブルを制御システムに取り付けるコネクタと、
　前記制御システムから前記コネクタを取り外すためのコネクタ解放部と、
　をさらに備えることを特徴とする概念１に記載のプローブ。
【００４０】
概念１１．
　平面超音波プローブを用いて超音波ドップラースペクトルを提供する方法であって、
　平面超音波プローブを用いて元の超音波信号を生成し、
　　前記プローブは、
　　　それぞれがある高さを有する側壁と、
　　　プローブの操作中に患者の外表面と接触する底面であって、前記側壁の高さよりも
大きな幅と平面部とを有する底面と、
　　　ハウジングの外面に伝達材料を収容して超音波信号の伝達を助ける、底面にある凹
部であって、前記底面の前記平面部と接触する全ての側面が丸められている凹部と、
　　を有するハウジングを備え、
　反射された超音波信号を受け取り、
　受け取られた反射超音波信号に基づきドップラースペクトルを生成する
　ことを含む方法。
【００４１】
概念１２．
　前記ハウジングは、該ハウジングの内側にある角度で配置され前記元の超音波信号を提
供するクリスタルさらに備え、
　前記クリスタルの角度に基づく形状が前記凹部に設けられることを特徴とする概念１１
に記載の方法。
【００４２】
概念１３．
　前記凹部が円錐形状を有する内面を備えることを特徴とする概念１２に記載の方法。
【００４３】
概念１４．
　ドップラー信号経路を最適化するために前記内面の最薄部に前記クリスタルが配置され
ることを特徴とする概念１３に記載の方法。
【００４４】
概念１５．
　前記内面を取り囲む隅肉を前記凹部がさらに備えることを特徴とする概念１４に記載の
方法。
【００４５】
概念１６．
　前記隅肉が前記底面に対して３０度の角度で配置されることを特徴とする概念１５に記
載の方法。
【００４６】
概念１７．
　送信線上で制御信号が前記プローブに送信され、
　前記受け取られた反射超音波信号が受信線上で受信されることを特徴とする概念１１に
記載の方法。
【００４７】
概念１８．
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　前記元の超音波信号が８ＭＨｚ近傍の超音波範囲内にあることを特徴とする概念１１に
記載の方法。
【００４８】
概念１９．
　それぞれがある高さを有する側壁と、
　プローブの操作中に患者の外表面と接触する底部手段であって、前記側壁の高さよりも
大きな幅と平面部とを有する底部手段と、
　ハウジング手段の外面に伝達を助ける手段を収容して超音波信号の伝達を助ける、底部
にある凹部手段であって、前記底部手段の前記平面部と接触する全ての側面が丸められて
いる凹部手段と、
　を有するハウジング手段を備える、平面超音波プローブ。
【００４９】
概念２０．
　前記ハウジングの内側にある角度で配置された、超音波信号を提供する超音波信号手段
をさらに備え、
　前記超音波信号手段の角度に基づく形状を前記凹部手段が備えることを特徴とする概念
１９に記載のプローブ。

【図１】 【図２Ａ】
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